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（別紙３） 
第 5 次評価報告書における可能性と確信度の表現について 

 
 IPCC では、評価結果の「可能性」と「確信度」を表す用語を、一貫した基準

に基づいて使用している。以下に、第 5 次評価報告書で用いる用語を示す。 
「可能性」とは、はっきり定義できる事象が起こった、あるいは将来起こる

ことについての確率的評価である。また、「確信度」とは、モデル、解析あるい

はある意見の正しさに関する不確実性の程度を表す用語であり、証拠（例えば

メカニズムの理解、理論、データ、モデル、専門家の判断）の種類や量、品質

及び整合性と、特定の知見に関する文献間の競合の程度等に基づく見解の一致

度に基づいて定性的に表現される。 
 
＜可能性の表現＞ 

用語 発生する可能性 

ほぼ確実 99％～100％ 

可能性が極めて高い 95％～100％ 

可能性が非常に高い 90％～100％ 

可能性が高い 66％～100％ 

どちらかと言えば 50％～100％ 

どちらも同程度 33％～66％ 

可能性が低い 0％～33％ 

可能性が非常に低い 0％～10％ 

可能性が極めて低い 0％～5％ 

ありえない 0％～1％ 

 
＜確信度の表現＞ 

 
 確信度の尺度の高い方から、「非常に高い」、「高い」、「中程度の」、「低い」、「非

常に低い」の５段階の表現を用いる。 
  


